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 東京医科大学八王子医療センターは 1980 年 4 月八王

子市に誘致を受け東京医科大学によって開設された病

院です。当初は病床 200で，救命救急と循環器が中心で

した。設立 40 年となる 2020 年は，診療科数 34 科，許

可病床数 610床（一般 602、感染症 8），三次救命救急

センター，地域災害拠点中核病院，日本腎臓移植ネット

ワーク 腎臓移植施設，地域がん診療連携拠点病院，地

域医療支援病院に指定され，東海大学医学部付属八王子病院とともに「八王子市中核病院」となっ

ています。 

南多摩保健医療圏の西に立地し，八王子との連携が強い当院

ですが，町田街道（東京都道 47号）や中央自動車道，圏央道

を利用して神奈川県（相模原市），山梨県（上野原市や大月市）

から来院する患者さんも多く，行政が定めた医療圏を越えた

医療の必要性を実感しています。  

リウマチ科は 2011年 4月に開設され，リウマチ・膠原病疾患の治療を専門としています。6割は関

節リウマチの患者さんですが，高血圧や糖尿病，心疾患などを地域の医療機関(かかりつけ医)で治

療していることが多く，3 カ所，4 カ月の医療機関に通院

している患者さんもいます。 

2019 年 10 月にリウマチ科を受診した患者さん連続 258 人

(男性 68人，女性 190人，平均年齢 65.4歳)に聞き取り調

査をしました。リウマチ科だけにかかっている患者さんは

26％のみで，74%の患者さんが複数の診療科・医療機関に通

院中でした。八王子市内の整形外科診療所，S病院の内科，

当院の皮膚科と耳鼻咽喉科に通院中の 70代男性，市内の内科診療所，H病院の整形外科，T病院の

泌尿器科に通院中の 70 代男性，院内の循環器内科，呼吸器内科，内分泌代謝科，整形外科に通院

中の 80代女性など，改めて院内の診療科，地域の医療機関との連携の重要性を実感しました。 

医療機関が円滑に情報を共有するとともに，患者・家族が病気を理解し，医療スタッフとのコミュ



ニケーションツールとなるよう，2019年 9月「リウマチ医療連携手帳」を作成しました。 

参考にしたのは東京都の医療連携手帳です。5大がん（肺がん・胃がん・

肝がん・大腸がん・乳がん）と前立腺がんの患者さんのための手帳です。 

がん以外の疾患では，脳卒中、大腿骨頸部骨折、糖尿病、狭心症・心筋

梗塞、慢性腎臓病・腎不全などに対する地域連携クリティカルパスが全

国各地で運用されていますが，関節リウマチについてパスを運用して

いる地域・病院はまだまだ少数です。 

本手帳の特徴 

① 患者さん自身も病気の状態を把握できるように，

発症時の状況や合併症を記入するページを作りまし

た。患者さんに渡す前に医師が記入します。 

② がんの化学療法のように標準的なスケジュール

はありませんが，外来受診や検査の予定を書き込むペ

ージを作りました。 

③ 後半は通信欄とし，薬の変更や気になる検査値な

ど，かかりつけの先生に伝えたいことなどを記入しま

す。記入する内容は患者さんにも説明し，「（かかりつ

けの）先生に伝えてね」とお願いします。 
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左：前立腺癌，右:乳癌 

①  

②  



 

 

 

 

 

手帳に情報を記入して患者さんにお渡しするのは

予想した以上に手間がかかり，ようやく 20 人の患

者さん（15の医療機関）にお渡しすることができま

した。今後も継続するとともに，かかりつけ医の先

生にご意見いただきたいと考えています。 

フォーラムでは青木が代表して発表しましたが，リ

ウマチ科外来の看護師，クラークの協力，地域連携

室スタッフの支援で本取り組みを実施しているこ

とを最後に強調したいと思います。 


